
教育実践学研究科

専門職学位課程（２年） 教育実践開発専攻
（教職大学院） 教育実践コース /学校経営コース

現代社会文化研究科

博士前期課程（２年）

現代文化専攻 情報社会文化 /現代人間科学 /生活健康行動科学

社会文化専攻 アジア社会文化 /欧米社会文化 /国際日本文化

法政社会専攻 法政社会 /国際社会

経済経営専攻 経済社会 /経営会計

博士後期課程（３年）

人間形成研究専攻 人間形成文化 /現代教育文化

共生文化研究専攻 地域共生文化 /国際共生文化

共生社会研究専攻 地域共生社会 /国際共生社会

自然科学研究科

博士前期課程（２年）

数理物質科学専攻 物理学 /化学 /数理科学

材料生産システム専攻 機能材料科学 /素材生産科学 /機械科学

電気情報工学専攻 情報工学 /電気電子工学 /人間支援科学

生命・食料科学専攻 基礎生命科学 /応用生命・食品科学 /生物資源科学

環境科学専攻 自然システム科学 /流域環境学 /社会基盤・建築学 /地球科学 /災害環境科学

博士後期課程（３年）

数理物質科学専攻 物理学 /化学 /数理科学

材料生産システム専攻 機能材料科学 /素材生産科学 /機械科学

電気情報工学専攻 情報工学 /電気電子工学 /人間支援科学

生命・食料科学専攻 基礎生命科学 /応用生命・食品科学 /生物資源科学

環境科学専攻 自然システム科学 /流域環境学 /社会基盤・建築学 /地球科学 /災害環境科学

医歯学総合研究科
修士課程（２年） 医科学専攻

博士前期課程（２年） 口腔生命福祉学専攻

博士後期課程（３年） 口腔生命福祉学専攻

博士課程（４年）

分子細胞医学専攻 遺伝子制御 /シグナル伝達 /細胞機能 /分子情報医学 /新領域開拓研究センター /
連携大学院

生体機能調節医学専攻 内部環境医学 /器官制御医学 /機能再建医学 /感覚統合医学 /腎科学 /可塑性機
能制御

地域疾病制御医学専攻 国際感染医学 /地域予防医学 /総合医療評価学

口腔生命科学専攻 口腔健康科学 /摂食環境制御学 /顎顔面再建学

保健学研究科
博士前期課程（２年） 保健学専攻 看護学分野 /放射線技術科学分野 /検査技術科学分野

博士後期課程（３年） 保健学専攻 看護学分野 /放射線技術科学分野 /検査技術科学分野

新潟大学では大学院の他に専門職大学院を１つもち、合計５つの研究科があります。

特色

特色

博
士

現代社会文化研究科 前期　60 人 後期　20 人

自然科学研究科 前期 487 人 後期　70 人

保健学研究科 前期　20 人 後期 　 6 人

医歯学総合研究科
前期  　6 人 後期 　 3 人

101 人

修
士 医歯学総合研究科 20 人

専
門
職

教育実践学研究科 20 人

入学定員

大学院への進学
例年、約600人が大学院へ進学しています。

（うち、約70人は他大学院へ）

進学率（2017年度）
工学部62％、理学部56％、農学部31％をはじめ、

文系学部（人文・教育・法・経済）は約７％の学生が
大学院（他大学院含む）へ進学しています。

教育実践学研究科（教職大学院）は、教員養成の先端的役割を担うことを目的に、確かな理論と優れた実践的能
力を備えたスクールリーダーの養成並びに学校づくりの有力なリーダーとなり得る指導力・展開力を備えた新人教員
の養成を通して地域及び学校の教育力の向上に貢献します。

１）  勤務校の学校課題を授業の題材に据えることにより、理論と実践の緊密な往還のもとでの学びができます。
２） 複数の現職教員院生の勤務校での履修を通して、異なる学校の多様な実情を学ぶことができます。
３）  学校現場が抱える様々な課題に対する知見をもち、教職員との協働により、一人ひとりの子どもの実態に沿ったきめ細かな

学習支援や生活支援を行う力を身につけることができます。

１）    人文科学・法学・経済学・教育科学にまたがる多数の教員による、自分の研究課題に沿う指導を受けることが可能
２）   学生一人ひとりに履修指導委員会を設け、研究課題に応じた履修指導と論文指導
３）  博士前期課程では、各自の課題を探求するに必要な専門的学力の習得、博士後期課程では、課題解決能力の獲得を目

指したカリキュラム
４） 各自の研究課題に応じた学位を取得可能
５） 社会人や外国人を対象にした特別入試の実施
６）   博士前期課程では２年、博士後期課程では３年の標準修業年限で学位を取得する履修体制

取得できる学位
教職修士（専門職）

取得できる学位
修士（�文学、法学、行政学、経済学、公共経営学、経営学、学術）

博士（�学術、文学、法学、経済学、教育学）

大学院
 Graduate School

教育実践学研究科

現代社会文化研究科

「課題探求能力の育成」

現代の社会は、自己責任型社会へ急速に転換しつつあります。自己責任型社会では、時代の変化に、私たちが主
体的に対応できる能力が求められます。それには、自分で学ぶ能力を基礎にして、将来の課題を探求し、幅広い視
野から総合的な判断を下すことができる課題探求能力を習得する必要があります。
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学部 学科・課程 教員免許 資格等

人文学部 人文学科※１

中学校一種（国、社、英語、
仏語、露語、中国語）
高校一種（国、地歴、公民、
英語、仏語、露語、中国語、
情報）

学芸員（資格）
社会調査士（資格）

教育学部 学校教員養成課程※１

幼稚園一種
小学校一種
中学校一種（国、社、数、理、
音、美、保体、技、家、英）
高校一種（国、地歴、公、数、
理、音、美、保体、家、英）
特別支援学校一種（知的・
肢体・病弱）

法学部 法学科 高校一種（公民）

経済社会
科学部（仮称）

経済社会科学科（仮称）※１※２ 高校一種（商業）

理学部 理学科※１ 中学校一種（数学、理科）
高校一種（数学、理科）

学芸員（資格）
危険物取扱者（甲種）（受験資格）
技術士補（JABEE認定プログラムのみ）
測量士補（資格）

医学部

医学科 医師（受験資格）

保健学科※１

保健師（受験資格）
看護師（受験資格）
助産師（受験資格、人数制限あり※３）
診療放射線技師（受験資格）
臨床検査技師（受験資格）

歯学部
歯学科 歯科医師（受験資格）

口腔生命福祉学科 歯科衛生士（受験資格）
社会福祉士（受験資格）

工学部 工学科

機械システム工学プログラム 高校一種（工業）
第１種ボイラー・タービン主任技術者（６
年の実務により取得可）
技術士補（JABEE認定）

社会基盤工学プログラム 高校一種（工業） 測量士補（資格）
技術士補（JABEE認定）

電子情報通信プログラム 高校一種（工業）
陸上無線技術士（試験科目一部免除）
陸上／海上特殊無線技士（資格）
電気主任技術者（実務経験必要）
技術士補（JABEE認定）

知能情報システムプログラム 高校一種（工業） 安全管理者（２年の実務により申請可）

化学システム工学プログラム 高校一種（工業）

技術士補（JABEE認定）
危険物取扱者（甲種）（受験資格）
劇物毒物取扱責任者（資格）
甲種・乙種火薬類製造保安責任者（試験科
目一部免除）

材料科学プログラム 高校一種（工業） 安全管理者（２年の実務により申請可）

建築学プログラム 高校一種（工業）
一級建築士（２年の実務により受験資格）

（2019年1月時点）　
二級建築士（受験資格）

農学部 農学科※１ 高校一種（農業）

食品衛生管理者（資格）
食品衛生監視員（資格）
危険物取扱者（甲種）（受験資格）
家畜人工授精師（資格）
自然再生士補（資格）
森林情報士2級（資格）
GIS学術士（資格）
樹木医補（資格）
ビオトープ管理士（試験科目一部免除）

創生学部 創生学修課程

※１�選択する主専攻プログラムによって、取得できる教員免許および資格が異なる場合があります。
※２��2020年4月設置構想中のため、掲載内容は予定であり、変更になる場合があります。また、教職課程認定申請中のため、文部科学省における審査の結果、

予定している教職課程が変更となる可能性があります。
※３�医学部保健学科における人数制限は、助産師13人以内となります。履修者の選抜は、３年次に行います。

自然科学研究科は、博士前期課程（２年）と、博士後期課程（３年）を持つ区分制大学院であり、前期課程修了
生には修士の学位が、後期課程修了生には博士の学位が授与されます。

自然科学研究科では、国際的な先端研究や生産現場や地域の要望に応える研究など、理工農学災害復興分野の
基礎ならびに応用に関する教育と研究を通して、それぞれの専門分野での研究能力を育成するとともに、幅広い視野
と創造性豊かな人材の養成を目指します。教員からの緊密な指導、学会発表や、論文執筆など未知の分野の研究へ
の挑戦を通して、これからの学術、文化、技術の進展に対応し、各分野の課題を解決できる能力を持ち、実社会に
役立つ研究者、教育者、技術者などの育成を目指します。

特色
博士前期課程
　現代は、科学技術の発展が急速で学部教育のみでは専門家として認められない場合が多くあります。博士前期課程では、学
部だけでは十分に達成できない各分野の研究能力や、技術者など専門職業人としての知識と能力を身につけることができます。
学部教育との継続性を配慮し、新潟大学の理工農学部出身学生の大学院への進学に配慮するとともに、他大学の学生や留学
生にも広く門戸を開き親身の指導をしています。

博士後期課程
　博士後期課程では、高度な専門性の高い研究を通して、研究者や高度な技術者などを育成します。博士後期課程では、博士
前期課程からの進学者だけでなく、社会人、留学生、修士既修了者の入学も歓迎し、３年での博士の学位取得が可能です。

取得できる学位
修士（�学術、理学、工学、農学）　　　博士（�学術、理学、工学、農学）

自然科学研究科

特色

医歯学総合研究科は、生命科学や技術の著しい進歩、多様化する医療課題、ニーズに対応するため、先端的生命
科学についての教育・研究に重点を置くとともに、その成果を医療の進展に活かし、地域社会と世界の医療に貢献で
きる人材の養成を目指しています。

　医歯学総合研究科は、従来の医学部と歯学部の壁、講座間の壁を取り払い、医学・医療を取り巻く環境の変化に対応しうる
教育や研究を行い、先端生命科学研究を担える研究者や、この研究成果に支えられた臓器移植や再生医療などの先進医療を
行える医師や歯科医師、地域や国際社会で予防医学的実践活動の出来る公衆衛生実践者などの高度専門医療人を養成します。
　修士２年課程の医科学専攻、博士４年課程の分子細胞医学、生体機能調節医学、地域疾病制御医学と口腔生命科学の４専
攻に加え、口腔を中心に保健・医療と社会福祉学領域などとの学際的研究を推進できる研究者・高度専門職業人を養成するこ
とを目的とした口腔生命福祉学専攻（博士前期２年、博士後期３年課程）を設置しています。医歯学総合研究科では、医歯学
系の教員の他、医歯学総合病院、脳研究所、腎研究施設の教員、さらには、総合大学の利点を生かし、自然科学研究科、人
文学部、教育学部、法学部、理学部、工学部の教員も協力教員として参加し、多面的な教育・研究を行っています。

取得できる学位
修士（�医科学、口腔保健福祉学）

博士（�医学、歯学、口腔保健福祉学、学術）

医歯学総合研究科

特色

● 心身の疾病と健康に関する包括的な研究と、研究成果の社会への還元により、健康増進と疾病の予防に広く貢献し、
人類の幸福に寄与することを基本理念とします。

●  幅広い知識と高度の技術の教授、独創性・専門性の高い研究指導を通して、保健・医療機関で活躍できる高度医
療専門職者、および、主体的な研究能力を有し、教育研究者への第一歩を踏み出す人材を育成することを目的とし
ます。

１） 医療・保健・福祉施設や教育研究機関等において職務を継続しつつ、大学院教育を受けることができるように、社会人の
受け入れ体制を整備しています。

２） 保健学専攻の共通基盤を修得、次いで各専門科目の基礎及び総合的な知識の修得の後、専門科目を深く学び、リサーチワー
クに結びつけるという体系的な教育課程の編成となっています。

３） 看護学分野においては、専門看護師教育課程を設置し、専門看護師の養成を行うことにより、人々の健康支援と疾病の予
防に貢献します。

４） 放射線技術科学分野においては、医学物理士養成コースを設置し、医学物理士の養成を行うことにより、安全な高度先端
医療の提供に貢献します。

取得できる学位
修士（�保健学）　　　博士（�保健学）

保健学研究科

取得できる教員免許・資格
Type of teacher certificates/licenses
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